
　　 　地方独立行政法人長野市民病院　再整備事業の概要

「地域包括ケア病棟」の新棟への移転・拡充

７対１病棟から地域包括ケア病棟へ一部病床を転換して55～60床

とするとともに、療養環境の整備を図り、地域医療構想に対応し、

病棟の位置付けを急性期機能から回復期機能へと変更する。
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市議会・医師会等への説明 

各種準備・調整 

     

基本設計 
     

実施設計・積算・確認申請 
   

施工者選定・入札 
   

着工～竣工 (２１月～２３月) 
     

 

13～15 月 

新棟増築 改修 

再整備のスケジュール

再整備の概要

現状と課題 参考資料

①長野区域内に住所を有する入院患者数の推移の見込
　　２０１３（Ｈ２５）年を１とした場合の変化率（長野構想区域）

②２０２５年度の病床数の必要量の推計（長野構想区域）

＊長野構想区域は長野医療圏と同義　　出典：長野県地域医療構想

病院運営の長期的な視点

○地域医療構想・長野市医療政策（ＹＯＢＯＵの推進）への対応改修

　　地域包括ケア病棟（４４床 → ５５～６０床）
　　健診センター（３２人 → ４０～５０人／１日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○患者要望への対応改修

　　透析センター（１７床 → ２５床）
　　化学療法センター（２０床 → ２５～３０床）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○長寿命化に向けた改修

　　既存棟１階（救急ＷＳ・救急Ｃ・地域医療連携室・厨房・情報ラウンジ・外来等）

　　既存棟２階（臨床検査部門・手術センター等）

　　耐震改修（エレベーター・エントランスホール天井）

　　既存病棟（病室・説明室・家族控室・スタッフ控室等）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○職場環境の改善に向けた改修

　　執務・休憩・食事スペース等

再整備（第一期）の目的
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再整備のイメージ図


